
令和２年度つたえる、感じる、つながる、森林×SDGsプロジェクト事業
報告書 （概要版）

本事業は第1部「SDGs時代に対応する森林空間を活用した教育イノベーション調査」、
第2部「メディア・企業との協創による『森林xSDGsプログラム』の発信 」からなる。

事業概要
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SDGs時代に対応する森林空間を活用した教育イノベーション調査第１部

第１章 調査概要

目的：SDGs 時代に対応する森林空間を活用した教育イノベーションの可能性を探る。

•

•

目的




方法：先進的な森林体験や森林環境教育を提供している事業者や関係者に対する遠隔インデプスイ
ンタビュー※（対象者30人）＋文献調査＋補完的な顧客アンケート

本事業が目指す森林環境教育と森林体験の位置付け

ライト層発掘、
移住政策との連動
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第２章 森林環境教育の現状と課題

森のようちえん

青少年教育

社会人教育

中間業者の利用

サービス内容 実施期間 サービス内容 実施期間

幼児
各種団体、企業が企画する森
のようちえんイベント

数時間～1日程度。 森のようちえん 通年。週4～5日の保育

各種団体、企業が企画する森
の学童保育イベント

半日から1日程度。
各種団体、企業が企画する森
の学童保育でコース型のもの

数時間～1日、週1～月1回
程度

学校での森林体験イベント（
校外学習や林間学校など）

1，2時間～半日程度。林
間学校は1～2泊。

学校での森林体験（森林での
教科学習や総合的な時間を利
用した森林体験・学習など複
数回にわたるもの）

1，2時間～1日程度を数回
～。

学校以外の組織が企画する森
林体験イベント

1，3時間～半日程度。 学校以外の組織が企画する複
数回にわたる森林体験

1時間～1日程度を数回～
。定期開催も。

各種団体、企業が企画するサ
マーキャンプ

1～2泊程度。最大30泊ま
で。

山村留学 転校前提で1年間。

学校での森林体験（登山・林
間学校・教育旅行など）

1～2日程度。教育旅行は2
～3泊（のうちの半日から
1日程度）。

学校での森林体験（森林での
教科学習や総合的な時間を利
用した森林体験・学習など複
数回にわたるもの）

1，2時間～1日程度を数回
～。

学校以外の組織が企画する森
林体験イベント

1，3時間～半日程度。不
定期開催が多い。

学校以外の組織が企画する複
数回にわたる森林体験

1時間～1日程度を数回～
。定期開催も。

森林での社員研修・CSR活動 1～数泊程度

森林でのエクゼクティブリト
リート

1～数泊程度

森林でのキャンピングオフィ
ス

数時間～数泊程度 森林でのサテライトオフィス 常設型

学校を中心とした各種組織が実施
学校以外の組織が実施

成人
向け

短期、単発、訪問型体験 長期、継続、定住型体験
対象者

中高生

小学生

森林空間を活用した各種教育サービス
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第４章 SDGs時代に対応する森林空間を活用した教育のあり方

森林環境教育を地域内で有機的につなげるしくみ

•

•

第３章 新しい試みと機会

•

•
•
•
•
•
•

学校の枠組みの外での新しい試み

•
•
•
•
•
•
•

•

学校の枠組みの中での新しい試み：

幼児教育・保育：



4

第４章 SDGs時代に対応する森林空間を活用した教育のあり方（つづき）

森林環境教育を地域内で有機的につなげるしくみ（つづき）
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第４章 SDGs時代に対応する森林空間を活用した教育のあり方（つづき）

森林体験サービスの顧客拡大

森林体験サービスの持続性確保

•
•
•
•
•
•

•
•

•
•
•
•

連携体制を築き、持続させるためのキーポイント



第１章 2050年の未来予想図ワークショップ

１．目的

２．開催結果概要









メディア・企業との協創による「森林xSDGsプログラム」の発信第２部
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第１章 2050年の未来予想図ワークショップ （つづき）

４．提言

３．成果・評価





•

•

•

•

•
•
•
•

•
•
•
•

•
•
•

•
•
•
•

•

•
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第２章 森林の新たな楽しみ方を提案する森林モニターツアー

目的：これまで森林と関わりが少なかった都市住民に対して、今時の価値観・ライフスタイルに合った森
林の新たな楽しみ方や過ごし方を提案することにより、都市住民の森林に対する理解・関心を高める。








実施方針：「ライフスタイル（働き方を含む）」を重点テーマとし、2つのターゲットを対象とする。

第一回「森林×SDGs 親子で楽しむ森の時間『ワデュケーション』体験モニターツアー」





情報発信 コンテンツの訴求力向上のポイント

1
日
目

• オリエンテーション（北杜市市長、べるが支配人挨拶ほか）
• スタンプラリー（施設内散策）、昼食（お弁当）
• 森林浴体験（小野なぎさ（一般社団法人森と未来）によるガイド）
• テレワーク（大人）/サクッと工作（子ども）
• 温泉（尾白の湯）、夕食（サラダボウルキッチン）
• 座談会（参加者同士の交流、意見交換）

2
日
目

• 朝の散歩（川の水に触れる）、朝食（定食屋さんのデリバリー弁当）
• きのこ農家訪問（白州・山の水農場）～収穫体験＋昼食作り～
• 道の駅白州立ち寄り（地域の特産品を知る、お土産購入）
• スパイスボトルのワークショップ（アトリエヨクト）、解散










主なプログラム

大人 子ども

子 親子

情報発信：「当事者の真実の声」を重視したメディア戦略




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提言

第二回「森林×SDGs ポスト・コロナ時代のNEW STANDARD探求モニターツアー」

１．子育て世代の森林への関心を高めるために必要なこと







２．若手ビジネスパーソンの森林への関心を高めるために必要なこと














1
日
目

• オープニングセッション（企画趣旨、自己紹介ほか）
• 森林セラピー（呼吸法、瞑想、セラピー弁当）
• 製材所見学、ディスカッション（東京・森と市庭）
• グランピングサイト（Circus Outdoor TOKYO）にチェックイン、夕食
• 焚き火を囲んだ対話セッション（人と森林とのかかわりがテーマ）

2
日
目

• 朝の散歩（奥多摩湖周辺の散策）、朝食
• コミュニティスペース見学、テレワーク体験（OKUTAMA＋）
• 昼食（山鳩喫茶）
• クロージングセッション（地域の人とディスカッション）、解散









コンテンツの訴求力向上のポイント

子

名前 所属

島田由香 ユニリーバ・ジャパン・ホールディングス株式

会社 取締役 人事総務本部長

西村勇哉 NPO法人ミラツク 代表理事

本間貴裕 株式会社SANU創設者/ブランドディレクター

関龍彦 講談社FRaU編集長 兼 プロデューサー

中香織 株式会社ダンクソフト企画チーム ダイバーシ

ティ推進マネージャー

主なプログラム

情報発信

ターゲットを明確にする 地域の自治体・企業・団体・学校との連携

ビジネスパーソンにとっての森林空間の価値の整理と普及 ワーケーション受け入れ態勢の整備

３．「地域性」を活かしたコンテンツ形成








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森林空間を活用した教育イノベーション検討委員会概要別添１

 目的

 開催：3回







 事務局

最終報告会概要別添２

 日時： 2021年3月3日 14:00-17:30

 開催方法： Zoomによるオンライン会議

 プログラム

•

•
•

•
•
•
•


